
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園長室だより 
令和３年度 第９号 （1月31日発行） 大阪市立立葉幼稚園長 福澤 郁子 

 １月に入り、本格的な寒さの中、３学期が始まりました。寒さが厳しくてもチラチ

ラと降る雪を見ると、戸外で元気いっぱいに寒さを忘れて走り回って歓喜する子ども

たちの姿が見られました。寒さの中に、太陽が顔を出した時の陽だまりの温かさを感

じたり、体を動かしたらポカポカ温まることを感じたり、この時期ならではの冬の現

象を楽しみながらそれぞれの思いを言葉にし、共有してくれる友達の存在や、伝え合

う喜びを感じるとても充実した３学期です。残念ながら、新型コロナウイルス感染症

の新たなオミクロン株の影響で、大阪に再びまん延防止等重点措置が適応され、幼稚

園生活にも影響を及ぼしている現状ですが、できる限りの対策を行い、子どもたちの

今の育ちをしっかりと高めていけるように保育に取り組んでいきたいと思います。 

これまでの幼稚園生活の中で、一緒に過ごしてきたクラスの先生や友達と一緒に、

経験してきた遊びや育ちを取り入れながら、一つの形として表現するのが『生活発表

会』です。一つのお話を通して、その役になりきり表現する中で、その役の気持ちを

感じたり、相手の思いを考え、気付いたり、実際の自分たちの生活の中にあることと

リンクしながらいろいろな思いを経験していきます。「ここは、こうした方がいい」 

「その言葉いいね」など、自分の思いを出したり、友達の思いを受け入れたりしなが

らつくりあげる劇遊びが、少しずつ形になってきている現在です。 

安全面と子どもたちが自信をつける場の保障を考え、生活発表会を実施します。

様々な変更などがあり、今後も予定通りにならないかもしれませんが、ご理解ご協力

をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

もも組 

ゆり組の顔 

ばら組 

劇「おいもをどうぞ！」 

イモ掘りの経験から、遊びのイメージが広がり、動物の表

現を楽しみながらごっこ遊びを存分に楽しんでいます。 
うさぎになって 

ピョンピョン！ はい、おいもをどうぞ！！ 

劇「ゴリラのパンやさん」 

保育室で素敵なパン屋さんが開店。職員室やもも組まで営業に来てくれ

ました。お話を進める中で、役の気持ちを考えながら楽しんでいます。 

ゆり組 劇「ピーターパン」 

長いお話のどの部分を取り上げ、劇をつくり上げていくか、担任と

子どもたちが日々、思いを出し合い、進めています。 

海賊船の登場だ 隠れ家が 

爆破された！！ 

いらっしゃいませ 

あんぱん 

ください 
パン屋さんだ！ 

僕のはどこだ？ 

あった！！ 

私のはこれ。 

○○ちゃんのは 

あっちだよ 

寒い中、23名分を園

舎西側に取り付けて

くれました！！ 


